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１．環境保全の現状と課題 

1-1．屋敷地の特徴 

 内藤家住宅の屋敷地について、関連する内容を近

隣の報告から整理した。現在の屋敷地と共通する要

素は次のとおりである(1)。 

 

屋敷林 

・ヤシキリンといい、カシやケヤキを根づたいに屋

敷周りを一周できる程四方に植える。 

（府中市若松町（多摩村人見）） 

・風除けのために主屋前に、カシやケヤキが植えら

れ、カシの風除けはカシグネと呼ばれる。 

・高いシラカシの生垣を屋敷の周りにめぐらしてい

た。シラカシは燃えにくい樹木である。このカシ

グネは防火・防風・防砂などの役目の他に日除け

にもなっていた。 

 

チャノキの生垣 

・ジョウグチ（公道から敷地への入り口）の両側や

垣根にはよく茶を植え、自給用としていた。 

・茶の木は茶畑として植え付けている家はあまりな

かったが、作場の周りや所有地ごとの境とか庭の

周りにはたいていの所でお茶の木が植えられてい

た。 

 

前庭 

・前庭はニワと呼ばれ農作業の収穫の折り作業や調

整に使われる。 

・ニワを囲んでカキ、ユズ、カシワ、クリ、モモ、

シュロなどが植えられる。  

・井戸の周辺にはミソハギ、セリなどが植えられる。 

・井戸に近いニワの隅に夏の作業の日除けにブドウ

棚（ヘチマ）が設けられ、夏の日陰をつくりだす。 

 

屋敷神 

・屋敷神は稲荷（羽田の穴守さま）で初午のまつり

 
(1) 次の文献・論文を参照した。 
・『東京の民俗５』東京都教育庁社会教育部文化課 昭和 63 年 

・『多摩市史叢書 9 多摩市の民俗（衣食住）』多摩市 平成６年 
 

を行う。（府中市宮町・八幡町（府中町八幡宿）） 

 

鬼門 

・表鬼門・裏鬼門があり、家によっても異なるが、

東北の隅が多い。鬼門除けにはヒイラギやクチナ

シが植えられる。 

・鬼門といわれている艮（北東）の角には、魔除け

としてクチナシやエンジュが植えられている。裏

鬼門（南西の角）には、ユズやヒイラギが魔除け

として植えられている。 

 

内藤家住宅の屋敷地に見る地域性 

現在の屋敷地の中にも、地域性を示す特徴が残存

している。土地の規模が変遷しているものの、北西

前面道路沿いのシラカシは屋敷林の変遷の一部と見

られるほか、特に、表門から主屋までのアプローチ

（ジョウグチ）の東側に植えられている「チャノキ」

（図 3-1）は、内藤家住宅におけるジョウグチの特

徴が残存しているものと見てとれる。 

他の民家と異なる点は「前庭」の配置である。内

藤家住宅の正面（北側）は、ジョウグチと北西の庭

園に見るように、表向きの設えが成されており、農

作業を行う内向きのニワ空間は、主屋南側に配置さ

れている点に特徴がある。 

  

・保坂和子「屋敷の草木覚え書き -植物と暮らし-」『女性と経験
第 17 号』女性民俗学研究会 平成 4 年 

・『国立の生活史Ⅳ 谷保の暮らしの諸相』国立市 昭和 61 年 
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図 3-1 内藤家住宅の屋敷地の特徴 

（出典：『北多摩群西府村本宿字南原 三,七七八 三,七七九番地 測地圖 百分ノ一 昭和八年一月 測圖完成』を加工して作成） 

 

 

屋敷林 
（シラカシ） 

ジョウグチ 

ニワ 

屋敷神 
（オイナリサマ） 

裏鬼門 
（ヒイラギ） 

現在の鬼門の位置にある
ヒイラギモクセイは近年
に植え替えられている。
（聞き取り調査より） 
 

主屋 

書院 

庭園 
この表記は現在の「チャノキの生垣」と

位置が一致していることから、昭和８

年の時点で「チャノキの生垣」が植えら

れていたと考えられる。 

現在の縁石（点線部）は近年の整備であり、 

かつてのアプローチ空間（ジョウグチ）は、 

現状より東側に広がっていたと考えられる。 

チ
ャ
ノ
キ
の
生
垣 

チ
ャ
ノ
キ
の
生
垣 
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1-2．庭園の特徴 

計画区域内の環境（外構）を特徴付けている要素

として、書院北側の庭園が挙げられる。庭園の歴史

的価値に関する調査内容は、章末資料として掲載す

るが、ここでは要点を抜粋して記述する。 

 

庭園の主題について 

１ 尖
とが

った山容 

三角形状に頂点が尖
とが

った山形を３石で構成し、そ

の左手前は山容を表現したような石が組まれている

点が特徴である。 

 

２ 視点場と視線軸 

 石組を構成する各景石の正面は書院方向に向けら

れ、書院北庭はこの石組群を中心景として構成され

ていると考えられる。「カミノマ」床前に東面して座

る場合は、左手（北）に眺めることとなる。現状で

は手前に、作庭後植栽されたコウヤマキが太くなり、

主要な石組景観を隠してしまっている。 

 「シモノマ」から庭を眺めると石組からは距離が

遠くなるが、上下左右の建築要素がフレームとなっ

て庭園景観を切り取り、山並みを表現したと思われ

る石組が印象的に見える。「望嶽亭」の扁
へん

額が「シモ

ノマ」に掲げられているのは、このことを踏まえて

のことと推察される。 

 

３ 武蔵御嶽信仰 

内藤家住宅の屋根裏からは総数 7,234 点のお札が

発見されており、現時点で一軒の家から発見された

お札群としては総数日本一である。お札には発行年

代が記載されていないため、大半の発行年は不明で

ある。一部のお札の情報などから、お札の発行時期

は近世後期から昭和初期頃までの間と推定されてい

る。お札群は、約 350 か所以上の寺社や御師等から

発行されたお札があり、三峰神社、御嶽神社のオイ

ヌサマのお札も多数含まれている。 

内藤家住宅の庭には屋敷神としてオイナリサマと

オイヌサマの小社が存在している。オイヌサマは御

 
(2) 佐藤智敬「屋根裏のお札群－内藤清兵衛家発見資料よりー」

『府中市立郷土の森博物館紀要』35 号 

府中市立郷土の森博物館 2022 年 p.78-p.79  

嶽神社の別称でもあり、内藤家住宅のお札群からは

三峰神社や御嶽神社、その他数種類のオイヌサマの

お札が確認できることから、複数のオイヌサマがま

つられている可能性がある(2)。 

また、内藤清兵衛氏宛の武蔵御嶽講の世話人とし

ての功績を称える感謝状（昭和 28 年）（写真(3)-20

参照）からも、長年にわたり内藤家が武蔵御嶽神社

への信仰があったことが推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書院北庭の作庭者と作庭時期 

書院北庭について、『庭造伝
ていぞうでん

図会
ず え

』（府中市本宿小

野宮内藤治右衛門家文書、府中市郷土の森博物館所

蔵）より、作庭者は本宿村小野宮の内藤治右衛門家

５代目当主である内藤重英、作庭時期は嘉永６年

(1853)４月であることが判明した。 

 

 

図 3-2 府中市からみた大岳山と御嶽山 

（『武蔵府中国府台勝概一覧』） 

図 3-3 大岳山と御嶽山 

（多摩市指定有形文化財『調布玉川惣画図』 

（多摩市教育委員会所蔵）） 
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江戸時代の多摩地域における庭園文化 

内藤家住宅書院北庭に見られる庭造の特徴は、内

藤重英個人の独自性によるものというよりも、当時

の多摩地域における庭園文化からの影響を受けて形

成された点にある。 

江戸時代の多摩地域は、豪農である名主たちが中

心となって俳諧、漢詩、生花、書画、儒学、剣術な

どの文化が普及していた。「庭造」もその一つで、江

戸城の庭造り役であった「鎌田庭雲」の名を冠する

「庭雲流
ていうんりゅう

」が多摩地方に広く伝えられていた。 

内藤家住宅の庭園は、都市中枢から離れた多摩地

域においても、充実した庭園文化が享受されていた

ことの証となり、地域文化の成熟度を示す事例であ

る。 

 

歴史的価値 

書院北庭の石組群は、特徴的な尖った山の形状や

石質、内藤家のオイヌサマ信仰の状況等から、武蔵

御嶽神社の奥の院である大岳山と御嶽山の山並みを

表現したものであると推測される。そのように考え

れば、北庭は建築と庭が一体となり構成された観賞

価値のある空間であると考えられる。 

また、江戸城庭造り役の作庭手法をもちいた庭園

であることは、多摩地域の庭園文化を示す事例とし

て歴史的価値が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 内藤家住宅の石組 

（『庭造伝図会』「本宿村内藤對川庭造」部分） 
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２．環境保全の基本方針 

歴史的価値の顕在化と継承 

内藤家住宅の庭園は武蔵御嶽信仰を背景としなが

ら、特徴的な石材と石組により構成されている可能

性があり、歴史的価値とともに、希少性の高い作庭

の構想を形式化している点が特徴的である。さらに、

「望嶽亭」と呼ばれた書院と一体的に構想されてい

ると考えられ、庭園が、建造物の歴史的価値を特徴

付けている点が特筆される。また、表門から主屋に

至る長いアプローチ空間はジョウグチと呼ばれ、東

面に配置されているチャノキの生垣は、地域の屋敷

構えの空間を特徴付ける要素として現存している。 

庭園及びチャノキを含めたジョウグチ空間は、そ

の歴史的価値と空間性を顕在化させながら継承して

いく方針とする。また、裏鬼門（南西）のヒイラギ

のような特徴的な樹木について、維持し継承してい

くために適切な処置を実施していく。 

 

活用のための柔軟性及び機能性の確保 

地域振興に資する賑わいと魅力の創出を目標に、

東側隣地との連携を視野に入れた土地利用を検討す

る。その上で、活用のために柔軟性及び機能性を確

保するための区域を適切に区別し、目的に応じた保

全方針を定めていく。 

 

３．区域の区分と保全方針 

3-1．区域の区分 

 内藤家住宅の敷地について、以下のとおりに区域

を設定し範囲を示す（図 3-5）。 

 

3-1-1．保存区域 

 東京都の有形文化財（建造物）である、主屋、書

院、蔵、書院の蔵、表門、庭門の範囲を基本とする。 

 

3-1-2．保全区域 

 稲荷社を含めた庭園部分と、ジョウグチ、チャノ

キの生垣を基本とする。庭園を特徴付けている石組

や一部の樹木、ジョウグチ東のチャノキの生垣等は

旧来の特徴が保たれていると見られ、近年に整備さ

れた工作物や樹木が付加されて、原状が変更されて

いるものの、現在に至るまで良好に保全されてきた。

また、南西ヒイラギ等の特徴的な樹木部分を含めた

範囲とする。 

 

3-1-3．その他区域 

活用のために利用できる範囲で、建造物や工作物

の新築等を許容する。増築棟計画地や駐車場計画地

（北東部）を含む。保存区域・保全区域を除く敷地

全体の範囲とする。 

 

3-2．各区域の保全方針 

 前項で設定した各区域について保護の方針を定め

る。全区域共通事項として、樹木については、歴史

性又は修景の観点から主要な樹木を保全するが、該

当しないものは将来的な維持管理の観点より伐採を

検討する。また、保全に当たっては、必要に応じて

樹木医による診断を実施する。 

 

3-2-1．保存区域 

原則として新たな建造物や工作物は設けないが、 

防災・管理上必要な場合において土地の形質の変更

を行うことができる。 

 

3-2-2．保全区域 

土地の形質を変更する際には、特徴的な構成要素

に留意し、必要に応じて記録保存等の措置を行う。

保存区域とともに景観形成において重要であり、今

後も良好な景観を維持していく。庭園やジョウグチ

を特徴付けている樹木を整理し適切に維持する。加

えて、建造物に影響を及ぼす可能性のある樹木につ

いては伐採し、建造物の保存環境を良好に保つ。 

 

3-2-3．その他区域 

公開活用に必要な施設整備を行うが、景観を損な

わないよう材質・色彩・配置等に配慮し、保存区域

及び保全区域との景観的調和に配慮する。 
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写真 3-1 庭園［保全区域］ 

写真 3-2 庭園・北東部分［保全区域］ 

写真 3-3 式台前緑地［保全区域］ 

写真 3-4 ヒイラギ周辺［保全区域］ 

 

写真 3-5 アプローチ（ジョウグチ）［保全区域］ 

写真 3-6 南側外構部分［その他区域］ 

 

写真 3-7 中庭［その他区域］ 

写真 3-8 増築棟計画地［その他区域］ 
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図 3-5 環境保全の区域設定図 

東京都指定範囲 

保存区域 

保全区域 

その他区域 
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図 3-6 外構部分の区域設定図（北西エリア詳細） 
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図 3-7 外構部分の区域設定図（北東エリア詳細） 
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 図 3-8 外構部分の区域設定図（南西エリア詳細） 
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図 3-9 外構部分の区域設定図（南東エリア詳細） 
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高木_アプローチ通路東側 

No. 樹種 直径（cm） 高さ（m） 備考 管理方針 

741 モッコク 14 4.5  伐採 

742 ヒノキ 42 9.0  剪定 

744 キンモクセイ （9,14,9,8,9,9,9） 5.5  剪定 

745 コウヤマキ 34 12.0 先端部枯れ 伐採 

746 イトヒバ 34 11.5  剪定 

747 イトヒバ 34 9.5  伐採 

748 ヒイラギモクセイ （22,27,17,23,19,15） 7.0  伐採 

749 イトヒバ 25 7.0  伐採（駐車場整備） 

750 ウメ 35 4.0  伐採（駐車場整備） 

751 モッコク 27 6.5  伐採 

752 オオモミジ 27 6.0  剪定 

753 コウヤマキ 32 9.0 幹腐朽 伐採 

754 イロハモミジ 23 5.0 強剪定 剪定 

755 ツバキ 14 4.0  伐採 

756 ツバキ 12 3.5  伐採 

757 モッコク （35,13,13,16） 8.0 古木、貴重 剪定 

758 サルスベリ 6 2.5  ※要検討 

759 シダレウメ 18 3.0  ※要検討 

760 クスノキ 35 7.0  （隣接地） 

761 ゲッケイジュ （24,19） 6.0 幹腐朽 （隣接地） 

762 イロハモミジ 9 3.0  （隣接地） 

763 イロハモミジ 11 4.0  （隣接地） 

764 イロハモミジ （18, ９） 4.5  （隣接地） 

765 コウヤマキ 17 5.5  （隣接地） 

766 カシワ 28 7.5 ナラ枯れ半死 （隣接地） 

767 コハウチワカエデ 10 4.5  伐採（駐車場整備） 

768 ツバキ 12 4.5  伐採（駐車場整備） 

769 カクレミノ 25 6.5 太枝枯れ 伐採（駐車場整備） 

770 ソメイヨシノ 64 12.0  伐採 

771 カキ 42 12.0  伐採 

772 トウシュロ 11 4.5  剪定 

773 トウシュロ 18 4.5  剪定 

774 サンショ 13 3.0  伐採（駐車場整備） 

775 ウメ 56 3.5  （隣接地） 

776 ポポウノキ 7 4.0 ３本有り （隣接地） 

777 スモモ 65 6.0  （隣接地） 

表 3-1 樹木管理リスト-1 
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高木_アプローチ通路西側 

No. 樹種 直径（cm） 高さ（m） 備考 管理方針 

778 ヒヨクヒバ 20 6.0  伐採 

779 モッコク 13 25.0  剪定 

780 ヒメコマツ 44 9.0  剪定 

781 ヒメコマツ 30 7.5  剪定 

782 イヌツゲ 21 4.0  伐採 

783 クロマツ 37 13.0  剪定 

784 モッコク （31,20,9） 7.0  剪定 

785 モッコク 40 8.5  剪定 

786 キンモクセイ （21,13,9） 5.0  剪定 

787 シラカシ （54,10） 13.0  伐採 

788 イヌツゲ 15 4.0  剪定 

789 オオモミジ 33 6.0  剪定 

790 コウヤマキ 32 12.0  剪定 

791 ヒヨクヒバ 16 4.5  伐採 

792 モチ（メス） （16,14） 6.5  剪定 

793 ユズ 16 7.0  伐採 

794 アカマツ（タギョウショウ） 23 5.0  剪定 

795 ウメ 15 3.5  剪定 

796 ヒヨクヒバ 29 11.0  伐採 

797 コウヤマキ 38 11.0 コズエ腐朽 剪定 

798 ウメ （30,31） 6.5  剪定 

799 ウメ 22 5.5  剪定 

800 サルスベリ 15 5.5  剪定 

801 ヒヨクヒバ 25 7.0  伐採 

802 ウメ 22 4.0  剪定 

803 コウヤマキ 31 12.0  ※要検討 

804 アカマツ 43 14.0  剪定 

805 シラカシ 41 12.0  （伐採済み） 

806 シラカシ 22 5.5  伐採 

807 シラカシ 32 7.0  （伐採済み） 

808 カナメモチ 14 4.5  剪定 

809 ヒヨクヒバ 40 11.0  剪定 

810 サワラ 37 9.0  伐採 

811 シラカシ 22 8.0  伐採 

812 ウメ 15 4.0  剪定 

813 ゴヨウマツ 15 2.5  剪定（池は撤去） 

表 3-1 樹木管理リスト-2 
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No. 樹種 直径（cm） 高さ（m） 備考 管理方針 

814 アカマツ （33,20） 8.0  剪定 

815 オオモミジ 30 6.0  伐採 

A モッコク 15 4.5  剪定 

B ユズ 16 5.0  剪定 

C ツバキ 18 3.5  剪定 

 

高木_屋敷南側樹木 

No. 樹種 直径（cm） 高さ（m） 備考 管理方針 

1 ヒイラギ （60,30×5,40×2） 9.0  剪定+樹勢回復処置 

2 カキ 45 7.0  伐採 

3 カキ 30 4.5  （隣接地） 

4 ワジュロ 20 10.0  伐採 

5 ワジュロ 20 9.0  伐採 

6 カキ 40 4.0 主幹枯 （隣接地） 

7 サトザクラ 35 7.0 普賢象 or 関山 （隣接地） 

 

低木_アプローチ通路東側 

No. 樹種 高さ（m） 葉張り（m） 備考 管理方針 

1 サツキ 1.1 1.5  枝割り 

2 ハイネズ 0.9 1.5  枝割り 

3 クルメツツジ 1.4 1.6  枝割り 

4 クルメツツジ 1.1 1.8  枝割り 

5 クルメツツジ 1.5 1.2  枝割り 

6 ドウダンツツジ 1.7 1.7  枝割り 

7 ヒラドツツジ 1.7 2.5  枝割り 

8 アセビ 2.2 3.0  枝割り 

9 ハイネズ 0.8 3.5  枝割り 

10 ミツバツツジ 1.6 1.5  枝割り 

11 クルメツツジ 0.8 1.1  枝割り 

12 ハイネズ 1.5 0.8  枝割り 

13 キャラ 1.1 1.2  枝割り 

14 サツキ 0.9 1.4  枝割り 

15 チャノキ 1.2 1.1  枝割り 

55 クルメツツジ 2.2 3.2  伐採（駐車場整備） 

56 ドウダンツツジ 1.6 2.3  伐採（駐車場整備） 

57 ドウダンツツジ 2.6 3.6  伐採（駐車場整備） 

58 ガクアジサイ 1.6 3.3  伐採（駐車場整備） 

表 3-1 樹木管理リスト-3 
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低木_アプローチ通路西側 

No. 樹種 高さ（m） 葉張り（m） 備考 管理方針 

16 クルメツツジ 0.6 0.8  剪定 

17 クルメツツジ 0.6 0.8  剪定 

18 サツキ 1.1 1.3  剪定 

19 クルメツツジ 1.3 2.0  剪定 

20 ヒラドツツジ 1.2 0.9  剪定 

21 イヌツゲ 0.8 0.6  剪定 

22 クルメツツジ 1.2 1.2  剪定 

23 サツキ 1.5 1.8  剪定 

24 ドウダンツツジ 1.7 2.0  剪定 

25 ドウダンツツジ 2.2 2.1  剪定 

26 ドウダンツツジ 1.0 1.2  剪定 

27 ドウダンツツジ 1.0 1.1  剪定 

28 ドウダンツツジ 2.2 2.8  剪定 

29 サツキ 1.3 1.3  剪定 

30 イヌツゲ 1.0 0.7  剪定 

31 イヌツゲ 1.1 1.3  剪定 

32 アセビ 2.7 1.7  剪定 

33 クチナシ 2.5 1.1  剪定 

34 スドウツゲ 0.9 0.9  剪定 

35 シダレモミジ 1.7 1.8  剪定 

36 アセビ 2.2 1.8  剪定 

37 カナメモチ 2.2 1.2  剪定 

38 キャラ 0.9 1.8 石垣上 剪定 

39 ボタン 0.9 0.7  剪定 

40 イヌツゲ 1.0 1.2 鳥居横 剪定 

41 クチナシ 2.0 1.2  剪定 

42 クチナシ 2.8 2.9  剪定 

43 イヌツゲ 2.0 1.2  剪定 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-1 樹木管理リスト-4 
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低木_書院の庭 

No. 樹種 高さ（m） 葉張り（m） 備考 管理方針 

44 クチナシ 1.8 2.0  剪定 

45 クルメツツジ 1.6 2.0  剪定 

46 ドウダンツツジ 2.0 1.9  剪定 

47 トサミズキ 3.5 2.3  剪定 

48 ドウダンツツジ 3.2 3.0 根元半分腐り  剪定 

49 ツゲ 1.0 1.5  剪定 

50 ツゲ 1.0 1.5  剪定 

51 モチツツジ 1.7 0.9  剪定 

52 サツキ 2.1 2.5  剪定 

53 アセビ 2.5 1.3  剪定 

54 サツキ 2.5 3.5  剪定 

 

低木_中庭 

No. 樹種 高さ（m） 葉張り（m） 備考 管理方針 

59 アジサイ 1.2 1.4  伐採 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-1 樹木管理リスト-5 
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燈籠-1  燈籠-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：書院東側 

石 材：砂岩（火袋のみ別物） 

寸 法：H1,550mm 

形 式：六角形 

 

管理方針：現位置保存 

 

 

   

場 所：書院北側 

石 材：花崗岩（白） 

寸 法：H2,000mm 

    笠直径 800mm 

形 式：六角形 

 

管理方針：現位置保存 

 

 

 

 

燈籠-3  燈籠-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：書院北側 

石 材：花崗岩 

寸 法：H1,300mm 

    笠直径 1,300mm 

形 式：雪見形 

 

管理方針：要検討 

 

   

場 所：書院北側 

石 材：花崗岩 

寸 法：H1,700（mm） 

    笠直径 700（mm） 

形 式：蓮華寺型 

 

管理方針：敷地外へ移設済み 

 

 

 

 

燈籠-5  燈籠-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：主屋北側 

石 材：花崗岩 

寸 法：H900mm 

    笠直径 800mm 

形 式：雪見形 

 

管理方針：要検討 

 

   

場 所：主屋北側 

石 材：花崗岩 

寸 法：H1,700（mm） 

    笠直径 650 形 

形 式：善道寺形 

 

管理方針：敷地外へ移設済み 

 

 

 

 

表 3-2 石造物リスト-1 
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井筒  沓脱石-1 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：書院東側 

石 材：花崗岩 

寸 法：T120mm、H530mm 

    D1070mm 

形 式：四角 

備 考：中にごろ太敷 

管理方針：現位置保存 

   

場 所：書院北側 

寸  法 ： 1500 × 500 × 330

（mm） 

管理方針：現位置保存 

 

 

 

沓脱石-2  沓脱石-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：書院東側 

寸 法：760×400×310 

        （mm） 

管理方針：現位置保存 

   

場 所：中庭 

寸 法：1100×450×H330 

（mm） 

管理方針：現位置保存 

 

 

 

 

沓脱石-4  沓脱石-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：中庭 

石 材：安山岩 

寸 法：2150×390×H330 

（mm） 

管理方針：敷地外へ移設済み 

 

   

場 所：中庭 

石 材：花崗岩 

寸 法：850×450×H300 

（mm） 

管理方針：敷地外へ移設済み 

 

 

 

縁先手水鉢  池躯体 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：書院北側 

石 材：花崗岩 

寸 法：900×550×H850、 

    φ300（mm） 

備 考：据付られていない 

管理方針：撤去 

 

   

場 所：中庭 

寸 法：T710、W2880、 

D3660（mm） 

備 考：池の中島の黒朴石に 

よる石組あり 

管理方針：撤去 

（黒朴石積は残置） 

 

表 3-2 石造物リスト-2 
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４．建造物の区分と保護の方針 

4-1．建造物の区分 

 敷地内の各建造物・工作物については、次のよう

に区分する（図 3-10）。 

 

4-1-1．保存建造物 

保存区域に所在する建造物で、歴史的価値を有す

る建造物として、東京都の有形文化財（建造物）で

ある主屋、書院、蔵、書院の蔵、表門、庭門が該当

する。 

 

4-1-2．保全建造物 

保存建造物以外の建造物等で、歴史的景観を構成

する要素として保全を図るべき建造物及び工作物を

対象とする。庭門脇塀、小社（オイナリサマ）が該

当する。なお、庭門脇塀と小社は、ともに礎石や基

壇石積は旧来の仕様であるが、上部構造（塀部分、

社部分）は昭和後期に新たに整備されたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1-3．その他建造物 

歴史的価値を有しないもので、昭和後期の新築ま

たは増築による便益施設や工作物を対象とする。前

面道路沿いのコンクリート塀、鳥居（塩ビ製）、石垣、

作業場屋根、温室等が該当する。 

 

4-2．建造物保護の方針 

4-2-1．保存建造物 

 原則として、現状を保存する方針とする。 

 

4-2-2．保全建造物 

現状を維持する方針とするが、経年劣化等により

取替えを検討する際は、現状の位置、規模、形態、

色彩等に倣って外観等を保全する方針とする。 

 

4-3-3．その他建造物 

 改修等を計画する際は、所有者の裁量に委ねられ

るが、景観的調和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 3-10 書院［保存建造物］ 

写真 3-9 主屋［保存建造物］ 

写真 3-12 庭門［保存建造物］ 

写真 3-11 表門［保存建造物］ 




